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！期 係 法 令
省 令
f文部有〕
1 悶立養護教諭養成所又はr+:ur.工業教民主成
所 を卒業した者の大学へ の編入学 に 関する
省令 2. 23 
規 則
〔人事院〕
9-31 隔遠地手当の一部 を 改正 する規則 1. 10 
9-22判定手当の一部を改正する規則1 2. 27 
訓 令
〔文部省〕
1 文部省宿舎事務取肢規程の一部を改正する
告 示
訓令 2. 1 
号外 10 
〔文部省〕
報 昭和42年1月一2月
6 u召R142年度において、 文部省所管において
発注する土木辿21£1こ関する工事、 施設（1｝の
解体運搬に関する工事．及び造園、 造林等の
工事’又は物品の製造、 物件の買入れむしく
はな本竹の売払いの一般競争に参加する者
に必要な資絡審査のFji請の時期及び方法等
を定めた件 2. 3 
官庁報告
人事院の権限及び所掌事務の一部委任に関
し決定した件（人事院公示1 ) 1. 7 
昭和38年人事院公示第 5号の一部改正に 関
し決定したft!ニ（同2) 。
昭和 41年度凪家公 務員採用 東海 ・ 北陸地方
中級試験第1次合格者（人事院中部事務局
長） 1. 24 
ザ：位授＇:i・（文部省） 2. 1 
号外 10 
fl日刊142lif度iI、b'r：大q:q：生募集要項（却2 J国
校）（同）
昭和42年皮肉立大仁子学生募集要項（短期大
今”）（同）
fl日利41年度JJ�家公務品採用束尚・北陸地ゴ1j
2. 7 
号外 11 
// 
L十l級試験合格者（人訪｜流中部事務局長） 2. 16 
学位投与 2. 21 
Ui'.:1和41年度第2・間半期における予算使用
状況報告（内出〉 2. 21 
号外 15 
昭和41�三度却2・山こl�JWJにおける凶1￥の状
i'Ulil告（同） 2. 22 
学 内 規 則
富山大学教員の停年に関する規程
の
特例に闘する規則の制定
富山大学教員の停年lζ閲する規程の特例に闘する規則を
次のように制定する。
昭和42年2月10 日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学教員の停年lζ関する規程の特例lζ
関する規則
富山大学学部附属研究施設の設立当初に施設長として他
大学を停年退職して採用された教授の停年は、 富山大学教
員の停年に関する規程（昭和32年2月8日制定）第1条の
規定にかかわらず、学部教授会全員の承認があった場合に
限り、 その停年を67才とすることができる。
附 員lj
2 昭如42年度：以降の学校｛泉佐統；，1·制賓の；L村正 I 1. この規則は、 昭和42年2}] 10日から施行する。
票及び集；，1-1＜の捉II＼期限を定める刊ニ 1. 11 I 2. 乙の凱則は、 昭和44年4月1臼限りで廃止する。
第86・87号
富山大学教養部設立準備
委員会規則の制定
'ii＼山大学教誌部設立i制iii委fl会規則を次のように制定す
る。
昭向42年2月！？日
富山大学長 杭刊誌右衛門
富山大学教主主部設立準備委員会規則
（設i量）
第1条 富山大学lζ富山大学教養部設立準備委員会（以下
「本会」という。〉をおく。
（目的）
卸2条 木会ば、 学長の諮問！と応じ、 教J安部の設j＇／・－［と関し
次の事項を審議する。
(1) 教官の人事に関する事項
(2）規則等の作成lζ関する！f,:項
(3) 教育沌程の作成［乙関する�J j：項
(4) その他教蕗自�5設；i't:lこ関する必要なJi・項
（柿j点）
）；（� 3条 本会は、iJ（の職日をもってfl如来すお。
(1) �＇.t L 
凶 作7:i:;J5k
(3）併合f：部から巡II '1された教授 九1 :f, 
(4) 文即＇.＇.£：自，j5および文｝lj.!＿学部｛）［：任教授のうちザj七の桁出｜
する者若：｜名
(5) 一事務川k
(6) ヴ：�Iミ郎長
（議司0
加4条 ’γJ�ば、 会議をj/{百七し、 その議長となる。
2 学長に！）.；：故あるときは、学μの指名する委Liがとれに
代わる。
却5条 本会は、 構成Liの3分の2以上がil'1li'i1i'しなければ
開会することができない。
2 議司＇；：（立、ii＼席者の過半数をもって決する。 可否同数で
あるときは、 議長が乙れをiJとする。
Ci.Ill日1分科会）
立（S6条 本会l乙専門分科会をおく。
2 専門分科会l乙関する必要な事項は、羽｜ 則［こii'.める。
（幹事）
節7条 本会l乙幹事5名をおく。
2 幹事ーには、 庶務課長、 会計課長、 施設課長、 学生課長
および、厚生課長をもってあてる。
（庶務）
ma.条 本会の庶務は、 事務r.；および？�I：部で処則する。
附flil
1. この規則は、nn1M2年2刀1711から施りする。
2. この規則は、 常山大γ：教義部が設i�i：された日をもっ
学
富山大学教養部設立準備委員会
専門分科会細則の制定
宮山大学教養部設立準備委員会専門分科会細則を次のよ
うに制定する。
昭和42年2月24日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学教養部設立準備委員会専門分科会細則
（趣旨）
第1条 富山大学教養部設立準備委員会（以下「委員会」
という。〉規則第6条第2項の規定（とより、 との細則を
定める。
（目的）
出2条 専門分科会は、 教義部設立準備に必要な専門事項
の調査、 研究、 計画立案を行なう。
（専門分科会の種類）
;;p; 3条 !Hl1う分科会の間知は、法規組織分科会、 カリキユ
ラム分会不｜および厚生補導分科会とする。 ただし、必要
に応じて、 委員会の議を経てその他のI万円分科会をおく
ことができる。
(f'llt成）
；�：； 4；条作l川lfj分科会は、 次の職nをもって梢成し、その
i.'f/lif:J.1去にあたるものとする。
(1）文El＼’γ：郎および文班学部併任教官のうち学長の指名
する者 芯干名
(2）各学部長の推せんlとよる教官 各1名
(3) その他q：’j去の指名するl倣H お下�＂.
（主任）
却5条 供与／llj分科会に主任1�.をおく。
2 主任の選iJ\は、当該専門分科会委員の立選による。
（幹事）
釦6条 科専門分科会lζ幹事をおく。
2 幹事には、 庶務課長、 会計深長、 施設課長、 学生課長
および厚生課長をもってあてる。
（補則）
却7条 乙の納｜則の改肢は、 委員会の議を粍て行なうもの
とする。
附 HIJ
この制則は、 昭和42年2月24日から施行する。
5者 A -:zミ 議
第 8回 評 議 会 （1月初日）
（議題〉
1. nH不n42年度学？ト
2. H円羽142主手度吉，；｜｜｜大�.［：，入q：者選J/,(/f:)J試験問題作成委員
の辞退について
て廃止する。 I 3. 国立大学事務局長会議について
- 2ー
報
第9園 評 議 会 （ 2 月 10 日）
c滋坦）
1. 教官人事について
昭和42年1月－2月
第10回 評 議 会 (2月 17日）
（，：義！出）
1. lli:{f.1142年度お山大γ’大学院薬·j！：研究科第2次入苧試験
2. 前山大’、I教日のf't午ーに関するよ見程の特例（案）につい ! ｛：�給者について
て I 2. 外rq入団’予＇［： （大学院薬学研究科）の受入れについて
3. 昭和41年度不業式（修了式）放び！こnnt1142年度入年：式！ 3. 宮山大学教養部設す．準備委員会規則J （案）について
について 4. 薬学部附属和漢薬研究施設長の停年延長について
4. 常山大学教ii'{f-f）設：1＇｛準iiiii委民会呪則（’主〉の;j;lj定［こつ＇ 5. 短大、高専卒業者の大学へ編入学の際の一般教育科目
いて
5. 一般教育γ’�Lと大γ：f![IJの話合いについて
単位の認定について
6. 教育学J:ffH三候補者選不のが；以について
人 事 異 動
現 官 職i氏 名！ 異 動 内 科 ｜ 発令年月日 ｜ 発 令 者
）高 権lヂ11 �L l事務L-i （市山大学文｝］附l）峨則する ! 42. 2. 1 1 富山大学長一一一 一 －
－；－·一一一一一一一一了一万
織す
存
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i イ方々 木 ア ヤ i に臨時1rJ lこ任問する ! 42. 2. 17 '. 。
i l {I !OJはl肝不1 4�年4月14日までとする : ! 
マ妥2手·7ili）��占 I :Uf H·信 lj：＿；訂｜ ｜大
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（ ）内は、ll!lfl 142年皮において新設及び広i_ij判が見込まれ
る課程及び数を示す。
富山大学教養部設立準備委員会の発足
一般教育に関する諸問題のうち当面の懸案とされていた
教養部独点が川ばれて夕、しいが、本会では、ζのたび教養
部設問認可が具体化されつつあるとして、教養部設立準備
委員会を先足した。
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の1刈査、？iii：先、長l"Ulli」：L楽！こあたらせることとした。
学 部 長 の 改 選
tk育学部J:;:
峰川教育学部長の任期満了（ 3汀30日）［こともなう学
部長選挙［土、 2)] 15日教育学部において行なわれ、蝿川
栄作現学部Jミ（ 5代田）が再選された。
持済学部長
'J!)-1!1{.J*主流，、y’，：nnミの任期満了（ 3月31 rてI) Iとともなう午ー
部長選やは、 2月23 IJ経済’？却lとおいてfj－なわれ、 航付
正覚；段が新学部長（10代田） Iと選ばれた。
M村教授は、昭和14年京市常国大学経済学部、16年同
大学文学部を卒業し、17年初l宮乍学館大学予科講師を振
り/1'1しに教i El二日に入る。211,f・7片山i:'ii':tf.学校，，f!I�師、24年
＊�，、y：文｝ljl学部助教托となり、26年内地研究此として京都｜
大学で10カ月11'1]経済地即午：の研究［こ従事した。28年文理
学部経済学科のf宇部好絡にともない、経済学部助教授に
配間換となった。 以後、単位修：；＇.｝.試験成結審査委l�i、 原
7力！万］位J乙議委民会委員、 一般教育審議会委仏、 体育部
会�Ll、 体育自＇；）主＇i：；；安fl会妥il、 入’γ：者J立政にかかるll:J
題作lぷtil安川、 採点安上cl、l刑資占ー：点査委レiなどγ·1付待
問委員をつとめるとともに文！1j！、教育、楽学古j)fjf:任教＇t�·；
としてもそのflにあたり、34年教収l乙会11-K')-, 36年「i J-ii'H 
l閣と領l＆筏消」の研究［とより杯出ザ：｜呼lーの学｛立を取引し
た。41年9月文部省｛｜外1肝先�lとして連合£rH及びアメ
リカ［乙派遣され、 12)] （と却jfilした。 7t\ilーいlii'l'1身。
卒業式ならびに入学式の日程決まる
117Hl141年度小業式ならびにII日州42年度入学式の円程は、
2) J 10日IJNHNの汗議会でほのとおりi)とめられた。
rlil利4Jf下度卒業式
川l与｜｜「rn142年3 JJ 20「I ( ) J )  'l-1〕可10川
J irグ7 黒lll,:1VF;;;
f!Tm142千f度入，γ：式
11 II年 昭和42年4 Fl 111·1 （火） '1-nな10川
場所 黒Ill 市’；；：：
学生集団スキー講習実施
初171ul宮：_I大ザ：学11二集問スキー講評は、 1 JJ 6日から7 ！ 
日｜！日、長野県志賀高原＜t哨iM泉附近で聞かれた。 I 
1!1J,:1Yff／（ま、例年同地で災施しているもので、今日｜ば133 I 
アlの怠｝JI Iと：f:!Lを対訳！こ、12名の桁導数日のもとにi'i＇の円程 i
でi j-tζわれたの ｜ 
1)] 6 II IJr-J，九時式 i 
7 11 純iレ人 ::rx111H行；g. i 
8 11 グ ミーテイング ｜ 
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学
9 El ク 歌唱指導
10 IJ // ミーテイング
11円 。 反省会、 悶諸式
12円 帰 行
レクリヱーシヨン
学内麻雀大会
実施月日 2月4日（土〕
実施場所 m'itnホーノレ
参加人民 44名
入日者 優勝 松沢義治（工）
次勝 飯田修三（短）
3位 土肥｜定三（薬）
学内囲碁大会
ブミ施月日 2月18 Fl CJ.) 
実施場所 l蹴日ホール
参加人員 351う
入賞者 A組 優勝 高野兼吉（教）
i欠勝 浦岡隆志、（本）
3位 近堂和郎（文）
Bキl 優勝 1:'1j山牒一郎（工）
次Jl県以 三政II （本）
3位 ノト西照泰（教）
C中［l 優勝 土肥隆三（薬）
i欠勝 村沢 阪（教）
3位 松下；�t;清（薬）
学内将棋大会
実施月日 2月251'1 （十）
実施場所 職日ホール
参加人民 29名
入賞者 A組 優勝 高木行日Jj （教）
次勝 ヰ＇，：林良吉（木）
3位 植吉和政（教）
B中:Jl 優勝 吉田 ｜事（教）
日く勝 掘 m児（終）
3 {5'[ 1京川fil'.夫（教）
品..；. 位 取 得
工 学 部 教授 j京民 ’j; 1γ」I 
取i'J学位 J1担学l事｜：
論文；IHi白 人造石炭の分析化学的研究
提出大学 北海道大学
論文二｝：査 校教 神原官民
llii. i＇.｝.年）］「｜ nr,利41年12月2511
教育’下；邪 教J交i'1\'J：.ト． 茂夫
取iヨザ：（立 教育午－1＇.�J:
川（江文也！｜ ウイルマン教育’γのjf,i＇.史的自、－N
j){ 11'1大’γ， 広i：.））（.＇γ：
者
報
論文主査 数民 fr司雅子
取何年月日 昭和41年12月－r u 
11哉 員 消 息
＜新任者＞
文理学部
事務員 高瀬 邦弘
教育学部
教 諭 佐々木アヤ
く改 姓＞
会計課
事務官 中田 節子Cir！姓・川問）
く住所変更＞
会計課
:r�：1：芳i�·：中！日 直利
。 rprn 節子
薬学部
助教授 野村 Yi'-
。 j家「H 欣司
く住所地名・住府表示変!Ji>
文班学部
教 授 大島 文雄
。 児島 毅
助教授 i:pj:i� 芯!IJ'l
。 ii I木 篤司
市前r·; .r：�rn 政イ言
主 要
｜平一 郁｜
1月4 日 新年祝賀会
iヨ �上
山じ、
6～12日 学生集団スキー講�l>/ （先H削U弘）
14日 国立大学事務局長会議（支部省）
17日 評議会特別小委員会
17～27日 文部省人事事務研修（オリンピック記
念青
少年総合センター〉
18日 改正給与法説明会（令沢合同庁舎）
19日 公務員宿舎委員会
20日 評議会 （第 8凶）
。 入学：試験管別委品会
21日 事務協議会（河川間〕
23日 一般教育審議会
24日 学務関係打合せ会
昭和42年1月一2月
27 IJ 評議会！j�j:}JIJ小委員会
2月！日 本部地恥法断
2日 学生会館i!巨営委員会
3日 公務員宿舎委員会
4 IJ 学内麻雀大会
10日 評議会（第9巨I)
13～2旧 入学願書受付
14日 補導協議会
。 昭和42年度文部省所管指定統計調査地方ブロツ
ク指示説明会（名古屋大学）
15・16日 第9回北陸三大学施設担当者研修協議会
（金沢大学〉
161] 国家公務員給与等実態説明会（金沢合同n�合）
17日 評議会（10回）
18日 学内囲碁大会
201:1 大学院工学研究科設置に伴う実地視悠
24 IJ 教義郎設立準備委民会
25日 学内将棋大会
｜－竺竺主翌－｜
1月11 IJ 郊11illJ授業凶始
25 11 人事教授会
2 月 1 LI 教授会
8 [I 丈学科懇話会 品111布教授研究話題「イギリス経
験論について」
14 日 後期授業終了
16 IJ 人事教授会
16～23 rJ JUJ木試験（一般教育〉
221'.I 教授会
｜り竺竺－｜
1月18日 教務委員会
， 教授会
25臼 学部長候補者選挙委員会
。 人事教授会
26日 予算委員会
2月1 f] 人事‘教授会
。 選考委員会
3日 。
6日 人事教授会
8日 教務委員会
// 教授会
15日 教育学部長候補者選挙
22日 補導委員会
イケ 教授会
23円 教育実調室H会
グ 教務委員会
5 -
第86・87号
｜竺竺竺竺＿＇
1 fJ 6日 教務委員会
。 !:f';28同教授会
。 教務・補導合同委民会
9日 授業開始
学
。 授業関係変史のオリエンテーシヨ ン ! 
10日 教務・補導合同委員会委員とIF-1内田ゼミ学生の｜
懇談会
12円 人事教授会
グ 節目同教夜会
13日 授業関係変更の郊 2日オリエンテーシヨン
18日 経狩学会委員会
19日 教務・補導合同委員会
。 第30回教授会
。 午部長選挙管n要員会
24「i 人事教夜会
26円 教務・補導合同委民会
2月1 II ＇.＂｝：部長候補者選挙管問委n会
庁 長期人事計副委員会
。 教務・補導委員と'."J:'.J:・－の懇談会
2円 教務委員会
。 節31回教授会
。 学科新設推進委員会
9 II 人事教授会
13円 学科新設推進委n会
14～21日 午：j切末試験
1711 守科新設推進委品会 ｜ 
20日 職業補導委員会 I 
23「1 教務委員会 I 
// 学部長候補者選＞f. i 
// 第32同教授会 i 
27日 人事教j芝公 ！ 
｜三竺��一一！ i 
1月9 Fl 矧j日始 I 
12日 教授会 ｜ 
20～ 2)] 4日 大学院薬学研究科 （山 2次弘集） 入学 i
願書交付 I 
28日 学生予践会 ｜ 
2月6 r1 薬学研究科委員会
13～14日 大学院薬学研究科（節2次募集）入学試験
14日 薬学研究科委員会
。 人事教筏会
18日 大学院薬学研究科（節2次募集）合終者）{j表
21日 非常勤�，VJ＿師日南m義治氏逝去
23～24門 大学院修了予定古学位論文発：長会
27 fl 人事教授会
報
Tf～ 3月7 El 期末試験
｜工 学 部i
1 rl25日 一般教授会
// w任教授会
2月15 日 大学院設置準備委員会
昭和42年1月－2月
20日 富山大学大学院工学研究科設置実地視察のため
大学設置分科委員大山義年氏、 工学視察委員灘
波正人氏、 文部省大学学術局庶務課浅間輝彦氏
来学本部から学長等同道
22日 一般教授会
。 専任教授会
l附属図書色｜
1月9日 事務打合せ会（明9回）
10円 時間外開館開始
13日 職員尿糖、 成蛋白検査実胞
2月3日 事務打合せ会（10［万｜）
23日 夜間開館休l上
｜戸型空宇苧__I
1月10 fcl J受業開始
11円 入学試験問題作成委員会
17F I 卒業準備委員会（学生）
23[1 特別講演（関西大学助教授長砂実氏）
25日 教官会議
30 Fl 授業柊了
。 迫・再試験実施
2月2 ～ 8日 期末試験
13日 予接会
21日 非常勤誹師との打合せ懇談会
22～ 3月 3日 入学願書受付
ページ ｜ 棚
3 I右
正 誤
行
30 
（原稿誤り）
昭和41年11月（84号）経営短
期大学部創立5周年記念文化
祭！と係る記事全部を取り消す。
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